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I∴3　資料

I　核燃料サイクルにかかった費用

●　総額12兆円超え！

＞　東京新聞「＜原発からの請求書＞（7）核燃サイクルの国民負担12．6兆円、さらに膨張

も」（2017年3月7日）より抜粋：
r　－i，一　一”・一　一　●一　一一　機，－i－“一　m m　一一　一・一　一＼一　一　′一　一　°一　一　m　一　一・一　一“一　一，一　一　■一　一●　－．′一　一〝，一　一“－i－　〃一　一　一　一一　‾－．－　●一、m●∴∴か－　′9＼山　一　‾’‾　き〇°i∴‘‾　調　m　‾～’‾　‾i‾‾　‾　‾　一　二‾　‾　－“‾”‾　一　〇1

．十∴∴もんじゅが湊でて竜、クランと滋ぜてMOX停ックス）と解溺れる燃料をつぐ久発動で再利：
手　∴　属する毒薬の実勢を当毎月携していま九
i

l

l

Q　事業鰯ですカも

A　鯛とと　覆覆　いい折　でで　車重　主　でであ　ββ不　燃燃　漁椀物　八人　どど敏元危局の反対を脅し

；∴∴甥っ子二十亀以上　弟に土工　をを　工でし　ののに　晦坊を二十三回も延労し、いまだに完成してい

：∴∴ません。七千六百績Hのはずだ、っ在籍設費見送みる約二第二子窟Hまで膨れ上がってしまった。＿r

；　場の茄務費や厚処理費脇立金などでどんどんお金が費やされている挽娩建設費と四十年盾の

；∴　運営費を合わせ髪膚は総額十二兆六千微になる鬼通しで玩
l

Q　だれケ濱穆しているのです2年

A　露気料金に上乗せきれ、沼第着ガ濁っています，

㊨∴いくらぐらいですカも

A／東屋契約者でぼ一キロワッ左啓あたり〇・〇ノLi7、平均移宏家庭の建眉墨（第二百六十キロ

；∴∴グッん傍）に換算すると月二十一・三周、牢二五五十五Hです∴産屋省はこれだけでぼ居クか、と

；∴∴みて、二〇〇五年から十五年微意麓復鰯に上乗せ徴収することも認め害した。検綾の裏にあ

‘∴∴∴る／複砺済燃料・‥ノの表：い名弟の項宮で九　造物分ぼ一キロリワッん鮮あたク〇・一一二Hで争三岳‾

：∴∴四十九竹，平均家庭は／本来分との合計で毎年六［亨佐竹を支秘っていることになクま克

核燃料サイクルと家計負担
※東鶉を細浦する繕善部読書〔末端千億2ノ十一の1月分の実際の鴨紅禁を凌周
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I．及びII“l 資料

国“原子力委

原子力政策「考え方」提示　不安対応を促す
毎日新聞2017年4月26日18時59分（最終更新4月26日19時00分）

国の原子力委員会（岡芳明委員長）は26日、原子力政策の長期的な方向性を示す「原子力利用

の基本的考え方」を取りまとめた。東京電力福島第1原発事故の教訓を踏まえ、国民の原子力に対

する不安や不信に真撃（しんし）に向き合う取り組みの充実を、政府や電力会社、研究機関といった

全ての原子力関係者に促した。国民の意見公募を経て正式決定し、政府も「考え方」を尊重する。

考え方は「原子力は安全確保を大前提に、環境や国民生活、経済を意識して進める」とし、8項目

の基本目標を掲げた。原子力の関係者には、正確で客観的な情報を国民に提供するよう要請。縦

割りになりがちな省庁間、業界間の連携を進めるよう求めた。

原発の再稼働で増える使用済み核燃料は保管場所の限界が近づいており、中間貯蔵施設の能

力拡大を喫緊の課題に挙げた。

原発はエネルギーの安定供給、地球温暖化問題への対応、国民生活と経済への影響を踏まえな

がら利用を進めるとした。電力自由化などの環境変化を踏まえ「原発の長期的な位置づけを明らか

にすべきだ」とした。

老朽原発や研究施設の廃止措置が進む現状を念頭に「放射性廃棄物の保管“処理“処分状況を

政府が一元的に把握し、総合的な対策を推進する仕組みが必要だ」とも指摘した。（共同） 之

文
を
突
き
っ
げ
だ
。

原
子
力
委
員
会
は
、
国
の
原

子
力
政
策
に
つ
い
て
独
自
の
見

解
を
出
す
役
割
を
持
つ
。
こ
の

日
の
会
合
で
、
政
府
の
方
針
に

対
し
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の

成
立
条
件
を
検
討
し
て
目
標
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
る
」
な
と

と
す
る
見
解
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
ま
で
の
高
速
炉
開
発
で

針
だ
が
、

要
は
な
い
」
な
ど
の
憲
兄
が
相

次
い
だ
。
政
府
は
今
年
、
開
発

の
工
程
表
づ
く
り
を
始
め
る
方

は
枯
渇
せ
ず
、
現
状
で
高
速
炉

薗
抑
制
矧
勢
劃
圃
河
川
」

と
指
摘
。
阿
部
借
家
委
員
は
、

の
燃
料
と
な
る
）

ウ
ラ
ン
資
源

員
か
ら

耐用」

「
急
い
で
開
発
す
る
必

決
め
た
こ
と
に
対
し
、
1
3
日
の

内
閣
府
原
子
力
委
員
会
で
、
委

「
も
ん
じ
ゅ
」

を
廃
炉
に
し
、

は
「
研
究
の
視
点
が
強
調
さ

れ
、
実
用
化
が
考
慮
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
」
と
指
摘
。
実
用
化

に
向
け
て
費
用
を
下
げ
る
必
要

が
あ
る
の
に
「
現
状
で
は
建
設

費
も
高
い
と
さ
れ
る
。
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
尊
敬
や
電
力

自
由
化
と
い
っ
た
競
争
環
顕
の

変
化
も
踏
ま
え
る
べ
き
だ
」
と

釘
を
刺
し
た
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
消
費
に
つ
い

て
は
、
ウ
ラ
ン
と
混
ぜ
た
M
O

X
燃
料
に
し
て
ふ
つ
う
の
原
発

で
燃
や
す
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電

が
、
現
在
で
は
唯
一
、
現
実
的

な
手
段
だ
と
し
て
い
る
。
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岡
芳
明
香
貝
長
は
「
（
原
発

素
人
で
も
わ
か
る
」
と
疑
問
視

した。原
子
力
委
員
会
は
、
か
つ
て

は
原
子
力
政
策
の
基
本
方
針
を

決
め
る
司
令
塔
だ
っ
た
が
、
福

島
華
故
後
の
法
改
正
で
1
4
年
に

位
置
づ
け
が
変
わ
り
、
現
在
は

経
済
産
業
省
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
墓

本
計
画
で
基
本
方
針
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
　
（
東
山
正
宜
）

に
な
り
、
経
済
性
が
な
い
の
は

こ
と
に
つ
い
て
も
、
阿
部
委
員

を
減
ら
す
意
義
を
掲
げ
て
い
る

放
射
性
廃
棄
物
の
量
や
放
射
能

ま
た
、
政
府
が
、
高
レ
ベ
ル

今
も
高
速
炉
を
開
発
し
て
い
る

の
は
中
国
や
ロ
シ
ア
く
ら
い
だ

と
し
、
「
市
場
経
済
の
国
で
は

難
し
い
。
米
英
独
も
諦
め
た
」

と
語
っ
た
。
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H”5及びII－6　資料

●　アストリツド開発費用の半分を日本が負担する？

＞　約3000鐘田の負担に関す冬担道

「毎日新聞」（2016年10月22日）より抜粋

フランスの后速実詔炉rA STR）／D（アストリツド）ノの殿賓について：必娩†繍50簾ユ

ーロ（：約5700鶴）と晶著したことか分かったっ　ASTR／D佳苗．衣政府か聯√もん

じゅJ（窟募集敦賀方）の荷カリに后速炉を併発するため契／司研究を宕・画し、フランス雛β秘で鰭

費を折半したい考え　研究成案を局留で共有するとしてIl名が費傍の上疲れる予想される。巨額の折半

賃皆だ居反発もあ夕、　希撤府庸集貨　仁に締する＿屠通しだ

ゴーン二度佳働それぞれの研究チームの協力を深め「最終約には全局チームにしたOJとの新得も

示した。日本徽鰯の新字だ難色を示した場合仁尾研究のみ哲や費篇負葛ば√島本紗の要望に広子、

検討するノ　と柔軟存姿勢も示した

＞i壁土力委員会委星些出張報告：

「阿部原子力委員会委員の海外出張報告」（第22回原子力委員会資料第2号）より抜粋

ASTRID（先進ナトリウム冷却型技術実証炉）の現状と課題

ASTRIDについては、①基本設計期間中（～2019年）での対応を予定していない諸課題（安全関連研

究、ナトリウム挙動研究や高速炉臨界実験装置を用いた研究等）への対応のため、2019年以降、数年

間にわたる「ConsoLidationPeriod（統合期間）」を設け、その後、詳細設計に移行する予定であること、

②現在日本と共同で進めている基本設計活動期間中に両国間で仕様の大筋合意を得た上で事業経費を

見積り、旦杢趣ま応分の負里を丞達をい方針である＿＿三上、③露や中国の計画参加も否定しない等の考え

方を示した。

●　アストリッド（タンク型）は日本の新高速炉路線（ルーープ型）とは全く異なる！

「核燃料サイクル政策　元京都大原子炉実験所講師リ上林圭二氏」（毎日新聞2017．5．15）より抜粋

フランスの穏炉やかつての撒、ナつ〔ゾウムかスっ左巨大宏容器に多くの麓器を入れる　√タ

ンク型／を採屈して‾き差した　一方：宮本侯もんじゅなどで　長引移管で雑器をつなぐ万雷の／ループ

動を1第屈してき宕した。その鶴居、タンク型か綾に勃－からで先　月末で宏タンク型を趨／ナ名と

L－ラのか原子．カ研究者の薯l霧でした　アストグッドもタンク望／在ので　そのまま日本で菩カーすことばで

ぎ会いと考えられま”売

3



II富軌　資料

霊、

教

高速実験炉「常陽」審査保留規制委委員長「ひどい申請内容」

NHKNEWSWEB　4月26日　21時28分

廃炉が決まった「もんじゅ」に代わって高速炉用の実験炉とし

て国が活用するとしている茨城県にある「常陽」について、原

子力規制委員会は、事故の想定が甘いなど運転再開の前提とな　蒜翻茨

る審査の申請内容が不十分だとして、審査をいったん保留にし

ました。田中委員長は定初会見で、「ひどい申請内容だ」などと、

畿

専守l鳴束を華宣

‡牒

事業者の姿勢を厳しく批判しましだ，

常陽は政府が、もんじゅに代わって次の高速炉開発に活用する方針を示している実験炉で、事業者の日本

原子力研究開発機構は先月、運転矧細こ向けた審査を申請し、平成33年度までの運転再開を目指すとし

ています。

これについて、25日に開かれた国の審査の初会合で、原子力機構の申請内容が問題視されました。問題

となったのは、原子炉の熱出力を、これまでの14万キロ　ワットから10万キロワットに変更した点で、

原子力機構は、変更によって、避難計画を策定する範囲が30キロ圏内から5キロ圏内になり、地元自治

体との調整にかかる時間も少なくなることから、早期に再開できると考えたと説明しました。

また、変更にあたって設備は改良せず、運用上10万キロワットで使用すると説明しましたが、規制委員

会側は、「実際の設備と熱出力は合わせるべきで、事故の想定も甘い」などとして、補正した申請が出る

まで審査を保留する異例の対応を決めました。

これについて、規制委員会の田中委員長は、26日の定例会見で、「審査の保勘ま当然だ。本当に福島の

事故を反省したうえで申請しているのかと言いたいほど、ひどい内容だった。審査できないということ

は、運転できないということだ」と、原子力機構の姿勢を厳しく批判しました。

審査の保勘こついて、原子力機構は「このような指摘に至ったことを真塾（しんし）に受け止め、適切に

対応します」と話しています。

常陽の申請「不備過ぎる」＝審査保留で規制委員長（時事ドットコムニュース）

再稼働に必要な審査の申請内容に不備が指摘され、審査が保脅された日本原子力研究開発機構の高速実験

炉「常陽」（茨城県）について、原子力規制委員会の田　中俊一委員長は26日の定例記者会見で「あまり

に不備過ぎて、本当に福島の亭主故を反省しだ上で申請しているのかというほどひどい」と厳しく批判した。

原子力機構は3月、常陽の審査を申請。熱出力は14万キロワットだが、10万キロワットを超える

と住民の避難対策が必要な範囲が半径5キロ圏から同30キ　ロ圏に拡大するため、10万キロワットに

制限して運転する方針を示した。規制委は25日の審査会合で「出力は審査の大前提。設備と整合しなけ

れば審査でき　ない」と指摘し、審査を保留した。

田中委員長は「ナナハン（排気量750c c）のバイクを運転するが、30キロでしか走らないから（原

付き免許で運転を認めてほしい）という話。許すわけにはいかない」と原子力機構の姿勢を批判した。

（2017／04／26－18：08）

牛
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